
令和７年１月定例会　滑川市教育委員会会議録 

 

１　開 催 日 時　　令和７年１月27日(月) 午後３時00分～ 

２　開 催 場 所　　本館３階 大会議室 

３　委 員 の 定 数　　５名 

４　委員の現在数　　５名 

５　出席委員等氏名　　金谷潤子　道音博昭　平田均　水口明博　上田良美 

６　欠席委員等氏名　　なし 

７　説明のため出席　　事務局長　　　　　　　　　上田博之 

した者の職氏名　　教育総務課長　　　　　　　山谷大有 

　　　　　　　　　　　　生涯学習・スポーツ課長　　相沢卓巳 

　　　　　　　　　　　　子育て応援課長　　　　　　牧田優子 

　　　　　　　　　　　　教育センター所長　　　　　海見　純 

　　　　　　　　　　　　教育総務課長補佐　　　　　鏑木知子 

　　　　　　　　　　　　教育総務課係長　　　　　　蜷川博之 

 

　８　会議に付した事項 

　　　日程第１　前回会議録の承認について 

 

　　　日程第２　教育長の報告 

 

　　　日程第３　報告事項 

　　　　・卒業証書授与式の出席（案）について 

　　　　・入学式の出席（案）について 

　　　　・指定学校の変更、区域外就学について 

 

　　　日程第４　その他 

　　　　・各課より 

　　　　・２月の行事予定 

 

 



９　会議の要旨 
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それでは、ただいまから１月定例会を開会する。 

 

日程第１　前回会議録の承認について、事前に会議録を送付しているが、これ

についてご意見、ご質疑等はないか。 

 

（異議なし） 

 

異議がないので、前回会議録は承認されたものとする。 

続いて、日程第２　教育長の報告をする。 

 

（業務経過等について資料に基づき報告） 

 

ただいまの教育長報告について、ご意見、ご質疑等はないか。 

 

「なめりかわ二十歳の式典」が令和８年５月に開催されるとのことだが、18歳

の成人式については開催しないのか。 

 

成人年齢が18歳に引き下げられたが、大学入試等があり多忙であるため、18歳

の成人式については開催しない。20歳のお祝いのみを実施する。 

 

来年度の書初大会については、市民会館大ホールで実施するのか。また、だる

ま筆のことで児童・生徒は混乱していないのか。 

 

会場については主催者である滑川ライオンズクラブにおいて決定しているた

め、何とも言えない。現在、富山市内ではだるま筆を使用している学校と使用

していない学校があるが、滑川市内でだるま筆を使用している学校はない。 

 

続いて、日程第３　報告事項に移る。 

 

（卒業証書授与式の出席（案）について） 

 

ただ今の説明について、何かご意見、ご質問はないか。 

 

（なし） 

 

では、次の報告を説明願う。 
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（入学式の出席（案）について） 

 

ただ今の説明について、何かご意見、ご質問はないか。 

 

（なし） 

 

では、次の報告を説明願う。 

 

（指定学校の変更、区域外就学について） 

 

ただ今の説明について、何かご意見、ご質問はないか。 

 

（なし） 

 

それでは、日程第４　その他について各課から説明願う。 

 

（いじめ対応について） 

（インフルエンザに伴う学級閉鎖について） 

 

（なめりかわ二十歳の式典） 

（男女共同参画公開講座） 

 

（（仮称）滑川市こども条例について） 

（（仮称）滑川市こども計画について） 

 

何かご意見、ご質問はないか。 

 

いじめの解消の基準は何か。 

 

いじめに係る行為が止んでいる状態が３ヵ月以上継続しており、被害児童・生

徒が心身の苦痛を感じていないことである。 

 

「いじめが解消された」と言えない子どもがいるのではないか。 

 

各学校において定期的にアンケート調査を実施している。いじめが解消したか
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どうかは、担任等がアンケートの結果を見て総合的に判断して決定している。 

 

「３ヶ月以上」というのは、正しい基準なのか。 

 

国の基準で定められている。 

 

いじめの解消後も、一定期間経過後に再度いじめが発生することはないのか。 

 

いじめが解消したケースであっても、再掲されているケースがある。 

 

独自で何か対策を考えないと、いじめはなくならないのではないか。いじめの

被害者は大なり小なり被害にあったことが心に残るため、卒業までケアするよ

うな体制づくりが必要ではないか。いじめにより不登校になった子どもはいな

いのか。 

 

いじめが原因で児童・生徒が不登校となれば、いじめの重大事態となる。現

在、いじめが直接的な原因となって不登校になっている児童・生徒はいない。

各学校においては定期的にアンケートを取ることでケアを行っている。 

 

暴力によるもの、言葉によるもの、ＳＮＳによるもの等、統計的にいじめの内

容を分析することが必要ではないか。 

 

いじめの内容や傾向が分かるような資料の作成について検討していきたい。 

 

学校によっていじめのとらえ方が違うので、どこからどこまでがいじめなのか

難しいとは思うが、先生方には統一感をもって対応してもらいたいと思う。 

 

学校によっては、細かい内容のアンケート調査を実施している。各学校間でア

ンケートの内容については大きな差はない。文部科学省からは、いじめの

「芽」や「兆候」を早期の段階で把握し、いじめとして認知するよう通達があ

った。 

 

加害者として同じ子どもが複数のケースに登場しているが、個別に指導はして

いるのか。 

 

いじめの加害者には、その都度指導を行っており、それを継続している。 
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認知件数の多い学校が正しいものと思うが、他の学校の認知件数が少なすぎる

のか。 

 

先生方によっていじめのとらえ方が違うため、情報交換をしながら統一的な見

方でいじめを認知できるようにしていきたい。 

 

教育支援センター「あゆみ」の利用状況はどうか。 

 

 

現在、児童・生徒が通所願いを提出しており、常時数名の児童・生徒が通所し

ている。保護者同士の情報交換の場を設けており、支援員、教育センター職員

が自立に向けた支援を行っている。 

 

今後、４月から風邪が５類感染症に分類されるというが、学校の対応はどう変

わるのか。 

 

感染症に分類されるものについては、急性呼吸器感染症として計上することと

なる。他の感染症と同じ扱いとなるが、文部科学省からは具体的な指示は現在

されていない。 

 

他に何かご意見等があれば。 

 

（なし） 

 

最後に２月の行事予定について説明願う。 

 

（２月行事予定について説明） 

 

（次回の定例会の開催を２月25日（火）15時00分に決定） 

 

以上で本日の日程は全て終了した。これで教育委員会１月定例会を閉会する。 

 

 


